
“あらたな なると”を創り出す

鳴 門 市
令和７年２月１２日 記者会見

当初予算 重点事業

令和７年度



段ボールベッド
パーテーション

災害関連死防止＋
プライバシー確保

防災井戸

災害時の生活用水確保

災害時の
通信途絶対策

スターリンク

快適なトイレ環境の整備

マンホールトイレ トイレトラック（３月補正）

住民主体の防災訓練

地域防災力の向上

★避難所QOL確保
多様な視点

ベビーベッド
離乳食



前年度当初予算より約3,300万円増





【背景】R4.4保険適用後、社会的理解が促進、治療を望む方が年々増加
「2021年社会保障・人口問題基本調査」
・11.6人に1人(8.6%)が体外受精で生まれている。
・検査や治療を受けたことがある夫婦の割合22.7％

【本市の対応】子どもを望む方の経済的負担・精神的負担の軽減
既存事業の『一般不妊治療の無償化』と併せて
『生殖補助医療治療費の実質無償化』を行うとともに、
県下初として国が告示した先進医療も助成対象とする

保険負担(7割) 自己負担(3割) 自己負担（10割）



離職の抑制
潜在保育士の
復帰を促進





就学前 小学校 中学校 高 校

前年度当初予算比 約1.32倍

学力向上推進
アドバイザー派遣事業
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事業コンセプト

「はじまりのまち 鳴門」

※画像はイメージです

NEW



※画像はイメージです

「人口減少時代に適応したまちづくり」の手法 【※先進事例の状況】

before

after

NEW



NEW

「ウォーカブルな」空間

の実現を目指す。




